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事業の一層の拡大と企業価値の向上に努め、
全てのステークホルダーの幸せを追求して
まいります。
株主の皆様には、日頃より格別のご支援を賜り、厚く御礼申し

あげます。
ここに当社グループ第58期（2018年4月1日から2019年3

月31日）の事業概況についてご報告申しあげます。
当社グループの参画しております半導体市場や半導体製造

装置市場においては、2018年の世界総販売額が過去最高を更新
するも、後半は米中貿易摩擦を背景にメモリ需給が緩み、半導体
メーカーによる設備投資計画の見直しや在庫調整が行われるな
ど、急激な調整局面を迎えました。
この結果、売上高は、主要取引先である半導体製造装置メー

カーからの受注が第2四半期以降減少したことから減収となり
ました。営業利益では、売上高減少に加え、人材採用を中心とし
た体制強化に係る費用の増加などにより、残念ながら前期と比
べ減益となりました。
当社グループにおいては、引き続きIoTや人工知能（AI）の技

術による中長期的な半導体需要の拡大に備え、高い品質力や技
術力、製品コスト競争力、幅広い取引先からのニーズへの対応力
などの向上を目指し、商社機能、製造機能、保守メンテナンス機
能、R&D機能の4つの機能を柱として、新規商材の開発、人材確
保と育成、営業力強化のほか、工場の新設やクリーンルームの拡
張などを中心とした製造体制の強化に積極的に取り組んでまい
りました。
当社グループは、更に体制を強固なものとし、引き続き顧客・

仕入先・その他関係企業とのサプライチェーンにおける企業価
値の向上に努めてまいります。
株主の皆様におかれましては、引き続きなお一層のご支援、ご

指導を賜りますようお願い申しあげます。

株主の皆様へ

内外テック株式会社　代表取締役社長 岩井田 克郎



世界のものづくりを支える、メカニカルソリューションの専門商社でありながら、設計・製造部隊、更に品質保証部門を有し、
部品調達から設計・製造（総合組立）・物流・アフターサポートまでを一貫して提供しております。

内外テックってどんな会社？

主力ビジネス
半導体・FPD製造装置等の組立及び保守メンテナンス等受託製造事業：

半導体・FPD製造装置等の各種コンポーネンツ及び
同装置等の仕入と販売販  売  事  業：

82.7%

17.3%

売上高
259億円

半導体が載った
ウエハーを
研磨・切断する工程

検査
工程

ウエハー（シリコンや
半導体化合物）上に半導
体の回路を焼き付け、
溝を掘る工程

検査
工程

原材料 半導体

半導体の製造工程

内外テックの事業範囲

最終製品イメージ

▶様々なメーカーから商品を調達し、販売する当社グループのコア機能
▶空気圧機器、真空機器、温調機器などの各種コンポーネンツや装置、加工品など幅広いライン
　アップ

▶�半導体製造装置、FPD製造装置、半導体、電子機器等各メーカーの装置組立、加工などの受託製造
▶�温調機器・真空ポンプやバルブなど機器の保守メンテナンス及び半導体製造現場での装置の
保守メンテナンスの請負

▶部品調達から製造、品質まで一貫した管理体制を保持

受託製造事業 （ 装置組立 ）

販売事業 （ 商社機能 ）



半導体市場は、IoT市場の拡大によるAI、ビッグデータ、次世代通信技術など様々な分野での技術革新に伴い、微細化、多層化が進
んでいくことにより、中長期的には伸び続けていくと考えます。
当社は中核的な技術（熱・真空・省力化）を生かし、①IoTや5Ｇに対応する、センサーやロボット技術を利用した次世代省力化機器
分野、②ライフサイエンス分野におけるMEMS※技術を応用したセンサーに力を入れていきたいと考えております。

トータルサプライチェーンプランナー企業へ４機能を強化

１ 商社機能の強化
▶提案型商社／技術商社

２ 製造機能の強化
▶請負から製造メーカーへ‌‌（開発・調達・製造一気通貫）

３ 保守メンテナンス機能の強化
▶顧客設備の保守の拡大

４ R&D機能の強化
▶新市場への挑戦‌‌（自社・医療機器開発）

商社機能、製造機能、保守メンテナンス機能に加えて、R&D機能を育成し、更なる価値を一貫して提供することにより、
“ものづくり”の幅広いニーズにお応えしてまいります。

半導体の未来は？

内外テックが目指す姿は？
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半導体市場の成長

※Micro‌Electro‌Mechanical‌System。センサー、アクチュエータ、電子回路を一つの基盤の上に微細加工技術によって集積した機器のこと。ミクロン・
　ナノミクロンといった単位の大きさのものもある。
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売上高
25,963百万円
（前期比 8.7％減）
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営業利益
632百万円

（前期比 47.4％減）
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経常利益
621百万円

（前期比 47.5％減）
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親会社株主に帰属する当期純利益
409百万円

（前期比 52.2%減）
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※ 2019年3月期第1四半期の期首から「『税効果会計に係る会計基
準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年2月16日）等
を適用しており、2018年3月期については、当該会計基準等を
遡って適用した後の数値となっております。

※ 2016年10月1日付で普通株式2株につき1株の割合で株式併合
を実施しております。2016年3月期については、2016年3月期
の期首に当該株式併合が行われたと仮定した金額となっており
ます。

連結業績ハイライト



設 立 年 月 日 1961年（昭和36年）6月1日
資 本 金 1,087,330千円
主な事業内容 空気圧機器、同応用機器類、工作機械、電気機器、

電子機器、その他工具類の売買及び輸出入
従 業 員 連結369名

■会社概要

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）
権田　浩一 432 14.75
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 243 8.29
権田　益美 143 4.89
大塚　久子 131 4.49
高橋　祐実 83 2.82
権田　雄大 83 2.82
副島　眞由美 74 2.54
株式会社きらぼし銀行 74 2.52
SMC株式会社 60 2.04
内外テック社員持株会 55 1.89
（注）‌�持株比率は自己株式（2,024株）を控除して計算しております。また、小数点第3位以下を切り捨て

て表示しております。

■大株主（上位10名）■役員（2019年6月26日現在）

発行可能株式総数� 8,500,000株
発行済株式の総数� 2,935,491株
株主数� 1,789名
（注）	株主数は前期末に比べ、330名増加しました。

■株式の状況

代表取締役会長 権田　浩一 内外エレクトロニクス株式会社　取締役会長
納宜伽義機材（上海）商貿有限公司　董事長

代表取締役社長
社長執行役員 岩井田克郎 納宜伽義機材（上海）商貿有限公司　董事

専 務 取 締 役
専務執行役員 米澤　秀記 内外エレクトロニクス株式会社　取締役

取 締 役
執 行 役 員 佐々木政彦 納宜伽義機材（上海）商貿有限公司　監事

取 締 役 福田　　彰
取 締 役 村山　憲二 公認会計士
常 勤 監 査 役 飯泉　友章 内外エレクトロニクス株式会社　監査役
監 査 役 浅野　謙一 弁護士
監 査 役 小峰　　光 公認会計士
（注）1．‌�取締役福田彰、村山憲二の各氏は、社外取締役であります。

2．‌�監査役浅野謙一、小峰光の各氏は、社外監査役であります。

事 業 年 度
配当金受領株主確定日‌

定時株主総会
単 元 株 式 数
基 準 日‌
‌

公 告 方 法‌
‌
‌

株主名簿管理人‌

同事務取扱場所

株 主 メ モ
4月1日から翌年3月31日まで
剰余金の配当　3月31日
なお中間配当を実施するときの株主確定日は9月30日
6月
100株
3月31日
その他臨時に必要があるときは、あらかじめ公告いた
します。
当社のホームページ（http://www.naigaitec.co.jp）
に掲載します。ただし、電子公告によることができな
い事故その他のやむを得ない事由が生じたときは、日
本経済新聞に掲載します。
東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社
東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部

下記ＵＲＬにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。所要時間は5分程度です。

当社では、株主の皆さまの声をお聞かせいただくため、
アンケートを実施いたします。お手数ではございますが、

アンケートへのご協力をお願いいたします。

株主の皆さまの声をお聞かせください

空メールによりURL自動返信

いいかぶ 検索検索

●アンケートのお問い合わせ 
  「e -株主リサーチ事務局」

TEL： 03-6779-9487（平日 10：00～17：30）
MAIL：info@e-kabunushi.com

https://www.e-kabunushi.com
アクセスコード　3374

ご回答いただいた方の中から
抽選で薄謝（図書カード500円）
を進呈させていただきます

●アンケート実施期間は、本書がお手元に
到着してから約2ヶ月間です。

※本アンケートは、株式会社 a2media（エー・ツー・メディア）の提供する
「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。
（株式会社 a2mediaについての詳細 https://www.a2media.co.jp）

※ご回答内容は統計資料としてのみ使用させていただき、事前の承諾なしにこ
れ以外の目的に使用することはありません。 （1809）

kabu@wjm.jp

会社の概況（2019年3月31日現在）




